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こむら潤
尼崎市議会議員 衆議院近畿比例・兵庫8区（尼崎市）

憲法を
守り

生かす

貧困と
格差を
なくす

多様性
認めあう

じゅん小 村

2020年4月号外　日本共産党尼崎地区委員会の見解を紹介します。　日本共産党尼崎地区委員会　尼崎市南竹谷町1-44　電話 06-6411-6633

1

P
T
A
は

﹁
オ
ヤ
活
﹂で

広
げ
よ
う
！

し
か
も

喜
ん
で

や
�
て
る
し

頑
張
り

す
ぎ
な
や

ま
た

お
風
呂
で
も

一
緒

い
こ
な
�

あ
の
ひ
と
は

人
の
や
ら
ん

こ
と
を
よ
う

や
る
な
�

み
ん
な
で
楽
し
く
！

だ
れ
で
も

気
軽
に
参
加

し
よ
う
よ

23

い
つ
で
も
楽
し
く

1

尼
崎
と

近
畿
一
円
に

活
動
範
囲

拡
大
中
！

子
ど
も
た
ち
に

平
和
な
日
本
を
！

2

国
会
へ
！

こむらさんは人が担いた
がらないことを担い、それ
を自分の喜びにできる人。
それぞれの親の得意分野
を引き出し、みんなでイキ
イキ活動できる人です。
一緒に父母の会の
活動をしていた　細井さん

こむらさんはどこにでも飛び込んで
困っている人の声を拾って行動に移
せる、とても能力のある人です。市民
と野党のみんなで話し合ったうえ
で、こむらさんが8区の野党統一候補
になってほしい。
17年総選挙で8区の
野党共闘を応援　阪本直さん

議員・候補者として大変お世話
になり、ありがとうございまし
た。こむら潤さんは根っからの
“尼っ子”。市議も務め力量は試
されずみです。素晴らしい感性
と熱い思いで願いを国会に届
け、政治を変える力になること
は間違いありません。

前衆議院議員　堀内照文

私も応援しています！
こむら潤さんを

キ
�
ラ
ク
タ
�
も
募
集
す
る
で
！

こんにちは 
こむら潤です 



小さい頃から
お絵かき大好き！

特技を活かして
絵画講師の
仕事も

尼
崎
生
ま
れ

尼
崎
育
ち
�

生
粋
の

﹁
尼
�
こ
﹂

バ
リ
舞
踊
は
私
の
宝
物

　

小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

高
校
・
大
学
は
美
術
を
専
門
に
学
び
ま
し
た
。

卒
業
後
は
美
術
の
非
常
勤
講
師
や
絵
画
講

師
の
仕
事
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
活
動
し
て
き
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
伝
統
芸
能
「
バ
リ
舞
踊
」
歴
は

間
も
な
く
足
か
け
2
5
年
に
。
バ
リ
島
の

世
界
観
や
生
活
文
化
、
自
然
環
境
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。
舞
踊
の
世
界
に
入
っ
た
の

は
聴
覚
障
が
い
を
も
つ
友
人
が
「
踊
っ
て

み
た
い
」
と
言
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
一

緒
に
習
い
、
舞
踊
や
芸
術
は
、
ど
ん
な
人

も
自
由
に
輝
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
感

じ
た
瞬
間
で
す
。

　

結
婚
し
て
３
人
の
子
育
て
を

し
な
が
ら
自
分
の
や
り
が
い
で

あ
る
仕
事
も
両
立
し
て
き
ま
し

た
。
子
育
て
の
場
で
は
父
母
の

会
や
P
T
A
活
動
も
積
極
的
に

参
加
し
、
多
く
の
仲
間
と
支
え

合
い
困
難
も
乗
り
越
え
て
き
ま

し
た
。
2
0
1
6
年
に
尼
崎
市

議
会
議
員
に
初
当
選
。
17
年
９

月
議
会
で
は
「
尼
崎
市
も
性
の

多
様
性
に
寄
り
そ
う
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
」
と
初
質
問
。「
こ
れ

か
ら
性
の
多
様
性
へ
の
理
解
を

広
め
る
啓
発
や
取
り
組
み
が
必

要
」
と
前
向
き
な
答
弁
を
引
き

出
し
ま
し
た
。
母
親
目
線
で
、

小
中
学
校
の
重
す
ぎ
る
通
学
カ

バ
ン
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
学

校
へ
の
「
置
き
勉
」
を
推
進
さ

せ
ま
し
た
。
よ
り
良
い
中
学
校

給
食
の
早
期
実
現
や
虐
待
問
題

な
ど
子
ど
も
達
に
心
を
寄
せ
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

両
親
は
西
大
島
市
場
の
八

百
屋
を
営
み
、
休
日
は
ア
マ

チ
ュ
ア
「
人
形
劇
団
く
ま
ご

ろ
う
」
と
し
て
公
演
活
動
。

私
や
弟
も
一
緒
に
家
族
５
人

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団
と
し
て
、

保
育
園
や
子
供
会
の
行
事
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
人
形

劇
や
和
太
鼓
の
演
奏
を
公
演

し
、
子
ど
も
達
に
喜
び
を
届

け
て
き
ま
し
た
。
人
々
の
心

を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
能
に

は
人
一
倍
の
思
い
入
れ
が
あ

り
ま
す
。

議
会
の
初
質
問
は

ジ
�
ン
ダ
�
平
等

　

私
は
2
0
1
7
年
か
ら
尼
崎
市
議
会

議
員
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
安

倍
自
公
政
権
の
も
と
で
、
人
々
の
暮
ら

し
と
地
方
の
政
治
が
ど
ん
ど
ん
崩
さ
れ

て
い
く
の
を
見
る
に
つ
け
、
政
治
の
私

物
化
と
モ
ラ
ル
の
な
い
強
権
政
治
を
改

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
３
人
の
子
の
母
親
で
す
。
子
ど
も

た
ち
に
ウ
ソ
や
ご
ま
か
し
が
平
気
で
ま
か

り
通
る
社
会
を
渡
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

憲
法
を
守
り
生
か
す
政
治
、
国
民
の
命
と

暮
ら
し
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
、
未
来
を

輝
か
せ
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

こ
む
ら
潤

こ
む
ら
潤
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
5
年
生
ま
れ
。尼
崎
市
在

住
。県
立
明
石
高
校
、京
都
市
立
芸

大
美
術
学
部
卒
。県
立
星
陵
高
校
、

明
石
高
校
美
術
非
常
勤
講
師
、滋

賀
リ
ビ
ン
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
バ
リ
舞
踊
講
師
、ゆ
り
か
ご

保
育
園
父
母
の
会
会
長
、尼
崎
市

立
大
島
小
学
校
P
T
A
会
長
、尼

崎
市
立
大
庄
北
中
学
校
育
友
会
会

長
を
歴
任
。現
在
、尼
崎
市
議
会
議

員（
１
期
）。３
児
の
母
。

こんにちは 
こむら潤です 
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消費税５％減税、中小業者
応援、賃上げで

　新型コロナの影響調査で
も「消費税とコロナのダブ
ルパンチ」の声が。今こそ消
費税を減税・廃止で景気の
回復を。

安心して
くらせる
社会保障に立て直し

　地域医療・介護体制の確保、払える保険
料へ。安心できる減らない年金。障がい者・
児への支援拡充を。

こむら潤の

政策

みんなの
願い実現へ

★7
つ星プラン★景気回復

のびのび
子育て
応援の政治に転換

お金の心配なく
学べる
社会にします

　保育料の完全無償化と待機
児童問題の早期解決を。中学校
まで給食完全実施。高校卒業
まで医療費無料化を。

　学費の無償化は国際公約。高い学費
を下げ、無償化を目指します。返さなくて
よい給付型奨学金制度の拡充を。

　持続可能な開発目標（SDGｓ）を推進。
温室効果ガス排出ゼロへ。原発ゼロ、再
生可能エネルギーをすすめ、豊かな自然
環境の保全を。

351
万円

370
万円

328
万円

2019年8月 9月 10月

消
費
税
10
%
増
税
後
の

家
計
消
費（
2
人
以
上
世
帯
）

まもろう！
地球環境

　うそ・ゴマカシ・公文書改ざん、
政治の私物化を許さず、民主主義
を守ります。戦争する国づくりも
キッパリＮＯ。子ども達に平和を！

立憲主義を

取り戻します
（憲法どおりの政治）

　男女の賃金格差をなくし、夫婦別姓
の選択やパートナーシップ制度など、誰
もが自分らしさを認められる社会を。

兵庫県

地域医療構想

57
病院

15
病院

再編・統合の対象に！

ジェンダー
平等
社会実現へ

日本 153
カ国中

121
位

ジェンダー・
ギャップ指数

（2019年）

1

2

1971年度 2005年度

83万円

9万円
1万円

53万円私立大学

国立大学

大学の授業料の
値上げの推移

尼崎市
全国3位

認可保育所1次
選考での落選率

（2020年3月）

3

4

5

6

実
現
さ
せ
ま
す

7

5 4



創
立
は

1
9
2
2
年

98
年
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
!

原点は
反戦平和

　

日
本
共
産
党
は
、
1
9
2
2

年
７
月
15
日
に
、
平
和
で
民
主

的
な
日
本
を
つ
く
り
、
次
に
貧

困
格
差
の
な
い
、
自
由
で
平
等
な

社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
日
本

を
め
ざ
そ
う
と
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
命
が
け
で
戦
争
反
対

と
主
権
在
民
を
掲
げ
、
が
ん
ば

り
通
し
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

大
国
で
あ
っ
て
も
堂
々
と
言
う

べ
き
こ
と
を
言
う
自
主
独
立
の

党
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
と
立
場
が
世
界
か

ら
信
頼
さ
れ
、
野
党
外
交
を
展

開
で
き
る
確
か
な
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。

日
本
共
産
党
�
て

ど
ん
な
党
？
Q
&

A

日本共産党っていつできたん？ こむら潤が答えます！

気
候
変
動
�

貧
困
格
差
是
正

命
と
個
性
を

大
切
に
す
る

社
会
へ

日本共産党のめざす社会って？
　

日
本
共
産
党
が
め
ざ
す
未
来
社
会
は
、

資
本
主
義
の
良
い
と
こ
ろ
（
自
由
や
民

主
主
義
、
国
民
生
活
の
豊
か
さ
な
ど
）

を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
資
本
主
義

の
矛
盾
を
克
服
し
た
社
会
で
す
。

　

資
本
主
義
の
矛
盾
は
「
く
り
か
え
す
不

況
と
失
業
」「
安
全
軽
視
」
な
ど
、
こ
れ

ま
で
も
幾
度
と
な
く
問
題
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
今
、
世
界
的
に
大
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
貧
富
の
格
差
拡
大
と

気
候
変
動
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
儲
け
第
一
」
の
資

本
主
義
の
弊
害
を
克
服
し
、
持
続
可
能

な
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

﹁
野
党
連
合

政
権
﹂へ

共
闘
を
前
へ

　

安
倍
政
権
に
よ
っ
て
、
憲
法

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
政
治

の
私
物
化
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
立
憲
主

義
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
一
致

点
で
大
同
団
結
し
、
本
気
の
野

党
共
闘
実
現
を
誠
実
に
追
求
し

ま
す
。

　
「
そ
の
共
同
が
国
民
の
利
益
に

こ
た
え
、
現
在
の
反
動
支
配
を

打
破
し
て
ゆ
く
の
に
役
立
つ
か

ぎ
り
、
さ
し
あ
た
っ
て
一
致
で

き
る
目
標
の
範
囲
で
統
一
戦
線

を
形
成
し
、
統
一
戦
線
の
政
府

を
つ
く
る
た
め
に
力
を
つ
く
す
」

と
い
う
基
本
方
針
を
持
っ
て
い

ま
す
。

日本共産党の政策って実現できるん？

候
補
者
名
で
書
く
と

無
効
に
な
り
ま
す
。

比
例
代
表
は

﹁
日
本
共
産
党
﹂

と
政
党
名
で

　
　
書
い
て
く
だ
さ
い

比例代表は「日本共産党」へ

願いとどけ

  政治を前に

この人たちを国会へ

衆議院選挙
では……

近畿比例
180万票、
４議席

絶対回復を

党国会対策委員長
（衆院９期）

こくた恵二
（73現）
穀田けいじ

宮本たけし
（60前）
みやもと岳志

前衆議院議員
（衆院４期・参院1期）

清水ただし
（51現）
しみず忠史

衆議院議員
（2期）

こむら潤
小村じゅん

兵庫・
尼崎市議

（44新）

7 6


